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1 は じ め に

農業生産現場に近い農業改良普及所や農業協同組合など

の実験室における耕地土壌中05M硫酸抽出態燐酸 (無機

態燐酸)D及び作物体 lM塩酸抽出態燐酸の等々のフロー

インジェクション分析法 (FIA)に よる迅速定量法 Cわ去)

について検討した。

2試 験 方 法

(D 供試試料 図表中に示した。

(a 装置 Tecator 5010型  FIA装 置一式 (図 1)

Mettler AE 2611型電子天秤及び池口 SS-20D型振とう

機

(3)試薬液の調製 1)硫酸抽出液 予め重量を求めた

10″ 容器に水 5′ を採り,5∞″メスシリンダーに濃硫酸

(H2S04,比重18)280"を採り,静かに添加 し台秤を用

いて,水を加え液量10kgに して用いた (約0 5MH2SO`)。

2)塩酸抽出液 予め重量を求めた10″ 容器に水約 5

′を採り,濃塩酸 (HCl)870"を 1′ メスシリンダーで

採り添加し,台秤を用いて水を加えて液量10kgと して用い

た (約 l MHCl)。

3)モ リブデン酸液 (Rl)12ビ ーカーに約水200

"及
びモリプデン酸アンモニウム[(NH4)`MO'024・ 4

H,0]30gを採り水に溶解 し,水を加えてメスシリンダー

で 1′ として用いた。

4)ア スコルピン酸液 (R3)1″ ビーカーにアスコ

ルビン酸 (CoH003)20gを採り水を加えて溶解 し,メ ス

シリンダーで 1′ とした。

5)燐酸標準液 1,0∞″定容 フラスコに特級燐酸二

水素―カリウム (KH,PO`)1917gを正確に採 り,水を

加えて溶解 し特級硝酸 1～ 2池を添加 し,標準線まで水を

加え定容 し原液とした (P20,lmg/1″ )。 使用に際 し

標準液は液量100配に付き,濃硫酸28記 ,あ るいは塩酸 9

虚づつそれぞれ添加 して,試料液の濃度に合わせて正確に

希釈して調製 した。

6)水 純水を用いた。

(41 分析操作 1)土壌 風乾土 (2 mm鋼板型飾全通)

058ま たは湿潤土 (3～ 4 mmザ ル全通)1～ 2gを 正確

に40～50祀広口容器に採り,分注器を用いて硫酸抽出液25

池づつ添加 した。栓をして約 1時間振り混ぜて室温 (20～

25℃)で 1昼夜静置した。広ロビンに乾燥濾紙を折りこみ

上澄液を濾過 (上澄液に不純物質が浮遊 していない透明

な場合は濾過操作を省略した)し て用いた。

2)作物体 風乾物 (2 mm鋼板型全通,但 し玄米IЮ 5

m)05～ lgを正確に40～50祀広口容器に採 り,分注器

を用いて塩酸抽出液25m′づつ添加 した。栓をして約 1時間

振り混ぜて,土壌と同様に操作 した。

3)定量 使用したFIA流路系図は,図 1に示した。

キャリヤ液は抽出液を用いた。試料液が着色し空試験値が

生ずる場合は,発色試薬液 (Rl,R3)を添加せずに吸光

度をFIAによって測定し吸光度を補正した。

S

C:試料薇 (05MHCl, lMHCD 20″ /min

R`:モ リブデン酸液       08 ″

R,:純  水           L2 ″

R,:ア スコルピン酸液      08 ″

図 l FIA流 路系図

3結  果

a)抽出法と定量値 供試土壊 9点を硫酸と塩酸で抽出

定量し表 1に示 した。FIAと 回分法')を比較すると良く―

致した。硫酸及び塩酸抽出を比較すると,硫酸抽出が高い

値を示した。 しかし,作物体及び動物体 (有機質肥料)で
は硫酸及び塩酸抽出間の定量値の差は分析誤差より少い。

表 1 各種土壌と05M硫酸及び lM塩酸抽出態燐酸
の雌

(乾土P,0`喀/108)

側艶 lh l,2:澪縣慶魏 血3:愛知謹晰i lt4:埼J謝‖

越市 h5:茨城県つく薗れ 肛6:埼玉則ヒ本市 N17:東京

樹ヒ区西ケ鳳 lt8:千葉県大綱自里町 lt9:宮城県岩沼市
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0)分析精度 供試土壌 4点の分析精度を求め表 2に示

した。分析精度CV2～ 5%で ,FIAと 回分法では差は認

められない。動植物体試料でも同様であった。

表 2 分析精度
(乾物P20,四/1∞ g)

土壌型 樹 邸LL:沖嵩 掲色森林土:花蘭岩鳳

多願 黒ボク土:中性及び駿性火山え n‐ 5

0 有機質肥料 本法で有機質資材及び肥料中燐酸の評

価を試みるため分画定量を行った。試料10点を酸分解
の

,

硫酸及び塩酸抽出で燐酸を定量し表 3に示 した。硫酸と塩

酸の抽出量には差がほとんどなかった。酸分解と酸液抽出

を比較すると,米糠や菜種油粕は抽出態燐酸 (無機態)が
少なく,堆厩肥や魚粕は高いことが示された。

表3 有機質資料及び肥料中燐酸の分画

表4 大豆開花期における燐酸濃度の分画

A― B

普通 :調整玄米(A),良好 :完熟米(B),屑・雑:(A― B)

推定指標)の濃度が,更に作物体では無機態の量的動態が

求められる。本法は簡便であり,かつ分析精度は高く農業

生産現場実験室で十分活用できると考えられた。
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に)作物体 本法による生育期における無機及び有機態

燐酸の濃度検定を試みた。大豆及び稲を用い結果を表 4及

び5に示 した。大豆・三要素試験区では,堆肥施用により

大豆中無機態燐酸濃度が上昇 した。無堆肥区の無機態燐酸

濃度の変動が激しい等々が判明した。また,稲においては
,

乾物生産量と稲体中無機態燐酸は正の相関が,認められる。

6)米 玄来中無機態燐酸含有量から,玄米の劣化・品

質評価を試みた。玄米試料 6点を用い無機態燐酸を定量し

表 6に示 した。無機態燐酸濃度は,良好,普通,屑・雑及

び発芽米とlllH次濃度が上昇した。

4 ま と め

本法により耕地土壌中無機態 (施肥燐酸の推定指標)の

蓄積量が,ま た有機資材及び肥料中無機態 (速効態燐酸の

醤鶉蜀 2Li軋
無機0 1lM HCl抽出

表5 水稲栄養生長期における燐酸濃度の分画
P

員常曹旬醤≦ギ旦品重身蓬尋黒農甲軋抽出
表6 玄米中lN塩酸抽出態燐酸

 (乾物P,0,暉/mg)
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